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 USPTOと EPOによる共同特許分類が 2013年 1月 1日から利用開始  
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１．はじめに 

USPTOは、2010年 10月 25日に、European Classification system（ECLA）に基づいて new Patent 

Classification Systemを共同で作成し、両特許庁間で共通化することに EPOと合意しました。 

その後、2011 年 2 月 4 日、EPO と USPTO とは、2010 年 12 月 29 日に USPTO 主催のミーティン

グにおいて新たな共同特許分類（CPC）の方針で合意し、更に 2011 年 1 月 24日～26日の EPOでのミ

ーティングにおいて進展したことを発表しました*1。 

 

 この共同特許分類システムは、国際特許分類（International Patent Classification (IPC) system）に

基づくものであって、ヨーロッパ特許分類（European Classification system (ECLA)）を基礎とし、特

許調査を改善するために、国際特許分類よりも詳細なものにすることを意図するものです。 

 

2011年 10月 25日付の Press Release, 11-58 *2によれば、共同特許分類（CPC）の取り組みのため

の専用のウェブサイト*3を新たに開設し、両特許庁スタッフ、他国の特許庁、産業、及び、ユーザコミュ

ニティのために、上記プロジェクトの進展に関する情報源としての役割を果たすことが意図されていまし

た。 

CPCは、詳細な IPCに基づく計画であり、審査官が効率的に完全な特許サーチを行うことができるよう

に意図されており、両特許庁の最良の特許分類プラクティスを具現化するものです。また、両特許庁は、

CPCによって効率化が推進されイニシャティブが分担され、これにより無益な作業の重複を低減できると

考えています。なお、USPTOと EPOの両特許庁は、2013年 1月 1日から上記共同特許分類の利用の開

始を予定しています。 
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*1 LINK: http://www.epo.org/topics/news/2011/20110204.html 

*2 LINK: http://www.uspto.gov/news/pr/2011/11-58.jsp 

*3 LINK: http://www.cooperativepatentclassification.org/index.html 
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